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はじめに 

 

弘前大学被ばく医療総合研究所は、平成 22 年 3 月に被ばく医療教育研究施設として設置

され、同年10月に研究所に改名され現在に至っています。本研究所は、専任教員6名、兼任

教員 2 名に事務職員 5 名からなる小所帯の組織ですが、平成 23 年 3 月 11 日に発生した東

日本大震災に伴う東京電力福島第一原子力発電所事故後の弘前大学の対応において中心

的な役割を果たし、これまでに多くの学術的な情報発信を行い、これらの成果は国内外で高く

評価されています。また、同年 9 月には福島県浪江町と連携協定を締結し、その後部局横断

的な福島県浪江町復興支援プロジェクトを発足、本研究所を中心に活発な活動を展開してい

ます。さらに、平成 25 年７月１日には浪江町の協力により，支援活動の促進を目的として浪江

町役場二本松事務所に「弘前大学浪江町復興支援室」を設置しました。 

弘前大学は被ばく医療に関する教育・研究を大学の機能強化の一つとして位置付け、青森

県の地域再生計画の一環として、青森県との連携・協力事業である「社会システム改革と研究

開発の一体的推進費 地域再生人材創出拠点の形成事業」として「被ばく医療プロフェッショ

ナル育成計画」を平成22年度からスタートさせており、本研究所はその推進母体として事業を

進めております。また、平成 25 年度からは文部科学省特別経費の支援を受け、「緊急被ばく

医療の教育・研究体制の高度化及び実践的プログラムの開発－高度実践被ばく医療人材育

成グローカル拠点の形成－」事業に取り組み、環境放射能調査、線量評価、生物学的影響に

関する調査・研究を行っており、今後も大学の教育・研究の発展に貢献すると共に、地域の発

展ならびに福島原発事故からの復興に微力ながらも取り組んでいく所存です。 

 本冊子は、平成25年度の「被ばく医療総合研究所」の活動成果の概要をまとめたものです。

これまでご支援をいただいた学長をはじめ学内外の多くの皆様にお礼申し上げますとともに、

今後とも関係各位のご指導、ご助言を切にお願い申し上げます。 

 

平成 26 年 9 月 

被ばく医療総合研究所 

所長 山田正俊 
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教育に関する実績 

 

1. 21 世紀教育 

 1) 講義の担当 

担当者名 職名 授業科目名 年間担当時間数 

吉田光明 教授 放射線防護の基礎 2 時間 

  生物学の基礎 II(D) 12 時間 

 

 2) 実習の担当 

担当者名 職名 授 業 科 目 名 年間担当時間数 

吉田光明 教授 基礎科学実験 60 時間 

中田章史 助教 基礎科学実験 30 時間 

床次眞司 教授 基礎科学実験 84 時間 

反町篤行 助教 基礎科学実験 102 時間 

田副博文 助教 基礎科学実験 54 時間 

山田正俊 教授 基礎科学実験 54 時間 

柏倉幾郎 教授 放射科学実験 45 時間 

 

 

2. 学部教育 

 1) 講義の担当 

担当者名 職名 授 業 科 目 対象学年 年間担当時間数 

吉田光明 教授 分子生物検査学 3 年 10 時間 

柏倉幾郎 教授 医療情報学 3 年 4 時間 

  放射化学 I 2 年 30 時間 

  医用情報学演習 3 年 8 時間 

  放射化学 II 2 年 14 時間 

  総合演習 II 4 年 10 時間 

真里谷靖 教授 画像解剖学 2 年 16 時間 

  臨床英語演習 3 年 10 時間 

  臨床医学概論演習 2 年 32 時間 

  核医学検査技術学 3 年 16 時間 

  医療リスクマネジメント 3 年 4 時間 

  核医学検査技術学演習 3 年 32 時間 

  画像解剖学演習 2 年 32 時間 

  核医学検査技術学Ⅰ 2 年 6 時間 

  総合演習Ⅱ 4 年 10 時間 

  総合演習Ⅴ 4 年 6 時間 

  基礎ゼミナール 1 年 4 時間 

 

 2) 実習の担当 

担当者名 職名 授 業 科 目 対象学年 年間担当時間数 

吉田光明 教授 分子生物学実習 3 年 32 時間 

 

3) 臨地・臨床実習の担当 

担当者名 職名 対象学年 年間担当時間数 

真里谷靖 教授 3、4年 600 時間 

5

3)  臨地 ・ 臨床実習の担当 
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4) 本学他学部と医学部医学科の教育の担当 

担当者名 職名 対象学年 科 目 名 年間担当時間数 

吉田光明 教授 第 2学年 RI 教育訓練 4 時間 

 

5）卒業研究生の受け入れ 

受 入 人 数 指 導 者 名 

3 名 吉田光明、中田章史 

１名 山田正俊 

5 名 柏倉幾郎 

４名 真里谷靖 

 

3. 大学院前期課程 

 1) 講義の担当 

担当者名 職名 授 業 科 目 対象学年 年間担当時間数 

吉田光明 教授 被ばく医療総論 1 年 2 時間 

床次眞司 教授 被ばく医療総論 1 年 4 時間 

山田正俊 教授 被ばく医療総論 1 年 4 時間 

柏倉幾郎 教授 放射薬品学持論 1 年 32 時間 

  基礎生体情報放射線科学持論 1 年 32 時間 

  生体情報放射線科学特別研究 2 年 － 

  放射線影響額持論 1 年 0 時間 

真里谷靖 教授 医療マネジメント 1 年 18 時間 

  基礎生体画像情報解析学特論 1 年 32 時間 

  生体画像情報解析学特別研究 1 年 32 時間 

 

 2) 演習の担当 

担当者名 職名 授 業 科 目 対象学年 年間担当時間数 

柏倉幾郎 教授 生体情報放射線科学特別演習 1 年 32 時間 

真里谷靖 教授 生体画像情報解析学特別演習 1 年 32 時間 

 

 3) 学位論文の作成 

作成指導者名 職名 指  導  論  文  名 

柏倉幾郎 教授 ヒト造血幹/前駆細胞における放射線感受性遺伝子の発現 

解析 

  アルツハイマー型認知症における局所脳血流低下と

Mini-Mental State Examination Score の関連性 

  クラウンエーテル含有液晶性化合物の合成と抗腫瘍効果 

  フェノール基含有複素環化合物の抗腫瘍効果と構造-活性 

相関 

 

4. 大学院後期課程 

 1) 講義の担当 

担当者名 職名 授 業 科 目 対象学年 年間担当時間数 

床次眞司 教授 
大学院共通科目 

「エネルギーと環境」 

前期及び 

後期学生 
4 時間 

柏倉幾郎 教授 放射線生命科学特講 1 年次 32 時間 

  放射線生命科学特別研究 2、3年次 － 
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 2) 演習の担当 

担当者名 職名 授 業 科 目 対象学年 年間担当時間数 

柏倉幾郎 教授 放射線生命科学特講演習 2 年 32 時間 

 

 3) 学位論文の作成 

作成指導者名 職名 指  導  論  文  名 

柏倉幾郎 教授 
臍帯血中に放出される DNA 酸化損傷マーカー 8-hydroxy- 

2'-deoxyguanosine と母子因子 

  両親媒性液晶化合物が示す薬理活性作用 

 

5. その他 

 1) ファカルティ・ディベロップメントへの参加 

参加者名 職名 名    称    等 

田副博文 助教 FD 講演会「アクティブラーニングの環境整備」 

 

 2) 他大学・学校・他施設における講義 

担当者名 職名 科 目 名 年間担当時間数 

吉田光明 教授 生物の基礎 16 時間 

山田正俊 教授 生化学特論（学部、高知大学） 30 時間 

  海洋生命工学特論（大学院修士課程、高知大学） 30 時間 

真里谷靖 
非常勤

講師 
放射線看護学 4 時間 

 

 3) 被ばく医療プロフェッショナル育成計画における講義・実習 

担当者名 職名 授 業 科 目 対象学年 年間担当時間数 

床次眞司 教授 放射線計測演習 3 年 8 時間 

反町篤行 助教 放射線計測演習 3 年 16 時間 

  放射線物理・計測学 2 年 4 時間 
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放射線生物学部門  

     教 授   吉田 光明 

     助 教   中田 章史 

   

 

【発表論文】    

 1. 原著    

1) M. Hosoda, S. Tokonami, H. Tazoe, A. Sorimachi, S. Monzen, M. Osanai, N. Akata, H.
Kakiuchi, Y. Omori, T. Ishikawa, S.K. Sahoo, T. Kovács, M. Yamada, A. Nakata, M. Yoshida, H.
Yoshino, Y. Mariya, I. Kashiwakura: Activity concentrations of environmental samples collected 
in Fukushima Prefecture immediately after the Fukushima nuclear accident. Sci. Rep 3, 2283 
(2013).

2) T. Miura, A. Nakata, K. Kasai, Y. Abe, Y. Jin, M. Yoshida: Healthcare of 18 Workers who 
Supported the Regulation of Radiological Contaminations at the Fukushima Daiichi Nuclear 
Power Plant. Radiation Emergency Medicine 2, 63-67, (2013).

3) J. Watanabe, Y. Kaneko, M. Kurosumi, Y. Kobayashi, M. Sakamoto, M. Yoshida, M. Akiyama, 
Y. Matsushima: High-incidence spontaneous tumors in JF1/Ms mice: relevance of hypomorphic
germline mutation and subsequent promoter methylation of Ednrb. J Cancer Res Clin Oncol
140, 99-107 (2014) .

4) G.K. Livingston, D.L. Stricklin, S.L. Sugarman, M.G. Abbott, R.C. Wilkins, H. Romm, 
U. Oestreicher, M. Yoshida, T. Miura, J.E. Moquet, M. Di Giorgio, C. Ferrarotto, G.A. Gross, 
M.E. Christiansen：The Internet’s Role in a Radiation Mass Casualty Event. Health Physics (in 
press) .

5) M. Nakano, M. Nishimura, K. Hamasaki, S. Mishima, M. Yoshida, A. Nakata, Y. Shimada, A.
Noda, N. Nakamura, Y. Kodama: Fetal irradiation of rats induces persistent translocations in 
mammary epithelial cells similar to the level following adult irradiation, but not in 
hemato-lymphoid cells. Radiat. Res. (in press) .

 

 2. 総説  なし   

 3. 著書  なし   

 4. その他  なし   

 

【学会，研究会等の発表】    

 1. 国際学術集会    

  A. 特別（招待）講演    

1) Mitsuaki Yoshida: Premature Chromosome Condensation (PCC) analysis BIODOSIMETRY 
IN THE 21st CENTURY Training Meeting HICARE in collaboration with the International 
Atomic Energy Agency, Hiroshima, Japan, June 10-14, 2013. 

 

  B. シンポジウム、パネルディスカッション、ワークショップでの講演   なし 

  C. 一般講演（ポスター発表を含む） なし  

 

 2. 全国学術集会    

  A. 特別（招待）講演 なし   

  B. シンポジウム、パネルディスカッション、ワークショップでの講演  なし 

 

  C. 一般講演（ポスター発表を含む）   

1) 中田章史、吉田光明、三浦富智、西村美八，高間木静香、葛西宏介、紺野則夫、吉田良

子、関根俊二．福島県浪江町の被災住民における染色体転座解析のためのシステム構築．

日本放射線影響学会第５６回大会．青森市．2013 年 10 月 18〜20 日．

2) 篠田壽、木野康志、中田章史、葛西宏介、高橋温、清水良央、鈴木敏彦、千葉美麗、関

根勉、福本学、三浦富智．福島第一原発被災地域に棲息する野生アカネズミの歯の線量

解析．日本放射線影響学会第５６回大会．青森市．2013 年 10 月 18〜20 日．
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3) 吉田光明、藤嶋洋平、氏家里紗、葛西宏介、三浦富智、対馬栄輝、鈴樹亨純、中田章史．

放射性物質汚染地域におけるアカネズミの個体群調査．日本放射線影響学会第 56 回大

会．青森市．2013 年 10 月 18〜20 日．

4) 瀧野祥生、Tong Bin、岩島玲奈、柳沼日佳里、中田章史、葛西宏介、三浦富智、福本学、

山城秀昭．被災アカネズミにおける精巣の形態学的観察．北信越畜産学会第 62 回大会．

石川県．2013 年 11 月．

5) 山口朋子、山田正俊、田副博文、葛西宏介、中田章史、細川洋一郎．土壌中の放射能比

分析による福島第一原子力発電所事故由来のプルトニウムの飛散状況の把握．平成２５

年度青森県放射線技師学術大会．弘前市．2013 年 11 月 30 日．

【学術賞】   なし    

【共同研究】   なし    

【研究助成】    

 1. 文部科学省科学研究費    

  A. 研究代表者として   

1) 文部科学省科学研究費補助金（若手研究（Ｂ）） 

「放射線汚染地域に生息する野生動物における体内被ばくと染色体異常による影響評価」 

研究代表者：中田章史 

2) 文部科学省科学研究費補助金（基盤（Ｃ）） 

「ＰＣＣとＰＮＡ-ＦＩＳＨによる二動原体染色体解析の被ばく線量評価への適用性の検証」 

研究代表者：吉田光明 

  

  B. 他研究単位との研究分担者として   

1) 文部科学省科学研究費補助金（挑戦的萌芽） 

「採血時間に依存しない高速性・安定性を備えた被ばく線量評価バイオマーカー」 

研究分担者：吉田光明、中田章史 

2) 文部科学省科学研究費補助金（基盤（Ｃ）） 

「ＰＣＣとＰＮＡ-ＦＩＳＨによる二動原体染色体解析の被ばく線量評価への適用性の検証」 

研究分担者：中田章史 

3) 文部科学省原子力基礎基盤戦略研究イニシアティブ 

「子ども被ばくによる発がんリスクの低減化とその機構に関する研究」 

研究分担者：中田章史、研究協力者：吉田光明 

4) 文部科学省科学研究費補助金（基盤（Ｃ）） 

「低線量被ばくにおける染色体解析を用いた生物学的線量評価方法の確立」 

研究分担者：吉田光明 

    

 2. その他の省庁からの研究費    

  A. 研究代表者として   

  

  B. 他研究単位との研究分担者として   

1) JST（科学技術振興調整費）「被ばくプロフェッショナル育成事業」分担者：吉田光明 

    

 3. 学内の研究助成    

  A. 研究代表者として   

1) 平成２５年度 弘前大学若手研究者支援事業 

 「放射線誘発腫瘍の幼若期に特徴的なゲノム変化の解析」 研究代表者：中田章史 
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【研究に関する社会活動】    

 1. 国際交流、国際的活動    

  A. 国際学術集会の主催 なし   

  B. 外国人研究者の招聘，受け入れ状況   

1) IAEA 技術協力研修 Mr. Supon Khanchong タイ原子力平和利用事務局. 

2013 年 10 月 1 日～11 月 30 日. 

2) 原子力安全研究協会アジア研究者交流制度 インドネシア原子力庁 Ms. Sofiati 

Purnami.  2013 年 10 月 9 日～2014 年 3 月 23 日. 

3) Ms. RUNGSIMAPHORN, Benchawan, タイ、マヒドール大学附属病院.

2013 年 9 月 23 日～10 月 4 日.

  C. 外国からの留学生，研究生の受け入れ状況   

1) インド North-Eastern Hill University Ms. Saibadaiahun Nongrum.
2013 年 11 月 18 日～12 月 20 日. 

  D. 外国研究機関の視察，研究参加（3ヵ月未満）状況  

1) 台湾国立核能研究所 染色体線量評価技術指導. 2013 年 10 月 29 日～31 日. 

2) 韓国原子力防災訓練への参加. 2013 年 11 月 12 日～16 日. 

  E. 外国研究機関への留学（3ヵ月以上）状況   

  F. その他     なし   

  

 2. 国内、地域活動    

  A. 全国レベルの学会の主催 なし   

  B. 地方レベルの学会の主催 なし   

  C. 国内他研究機関からの内地留学受け入れ状況 なし  

  D. 国内他研究機関への研究参加（内地留学）状況 なし  

  

【その他】     なし   

  

【添付資料】    なし    

  

【社会貢献活動の実施状況】    

 1. 学会（研究会）などにおける委員としての活動   

日本放射線事故・災害医学会 理事

財団法人 染色体学会 評議員

   

 2. 学会（研究会）などの開催   なし   

  B. 他研究単位との研究分担者として   

1) 弘前大学機関研究「東日本大震災対応放射線科学研究プログラム」分担者：吉田光明 

2) 弘前大学保健学研究科生体応答科学研究センター 分担者：吉田光明 

 

 4. 民間の研究助成         

1) 平成２５年度 東北大学加齢医学研究所 共同研究・共同利用  

「福島県内の野生生物における遺伝学的変化を指標とした放射線の生物影響評価」 

研究代表者：中田章史 

2) 平成２５年度 放射線影響協会 研究奨励助成金「放射線汚染地域に生息するアカネズ

ミの放射線影響を評価するための染色体ペインティングプローブの開発」 

研究代表者：中田章史 

3) 東北大学 東北大学新規予算「被災動物の包括的線量評価事業」研究分担者：吉田光明 
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 3. 学術雑誌の編集員及び審査員としての活動（査読も含む）  
Radiation Measurement 審査員
Radiation Emergency Medicine 審査員

 

 4. 学術集会一般演題の編集員及び審査員としての活動（査読も含む）  なし 

   

 5. 一般市民などの生涯学習等への寄与 なし  

  

 6. 国や地方自治体などにおける審議会・委員会委員としての活動  

浪江町健康管理検討委員会 委員長

福島県「放射線と健康」アドバイザーリーグループ アドバイザー

復興庁「放射線リスクに関する基礎的情報」 専門家委員

  

 7. 新技術の創出など新産業基盤の構築への寄与（特許取得も含む）  なし 

  

 8. 産学共同事業への参加、技術移転・相談   なし 

  

 9. 講演（大学での授業、研究発表を除く）  

原子力災害医療対応/総合研修 宮城県仙台市 2013 年 12 月

原子力災害医療対応/総合研修 北海道札幌市 2013 年 12 月

「放射線生物学へのイザナイ」カリキュラム 千葉県千葉市 2013 年 12 月

 

 10. 保健医療福祉機関等における活動（弘前大学医学部附属病院の他、弘前大学職員兼業 

  規程及び大学院保健学研究科における兼業基準による活動など） 

ISO/TC85/SC2(放射線防護) ISO／TC85／SC2 国内対策委員会 委員

環境科学技術研究所生物学的線量評価実験委員会 委員

「被ばく医療プロフェッショナル育成計画」管理運営委員会 委員

放射線医学総合研究所 染色体ネットワーク会議 委員

広島大学原爆放射線医科学研究所運営委員会 委員

福島県立医科大学低線量被ばく線量モニター開発委員会 委員

九州がんセンター 客員研究員

福島県立医科大学放射線生命科学講座 特任教授

原子力災害影響調査等事業委員会 委員

原子力災害医療対応/総合研修事業 講師及び委員

JAXA 宇宙航空研究開発機構 客員研究員
WHO BioDoseNet Stirring Committee 委員
International Association of Biological and EPR Radiation Dosimetry (IABERD)
Scientific Council

委員

WHO REMPAN メンバー

 

 11. 職能団体における専門職性を高める活動等   なし 

   

 12. 国際交流への貢献（姉妹校での活動、国際協力事業団の活動など） なし 

  

 13. その他（ボランティア、マスコミによる公表など）  

NHK クローズアップ東北「被ばくの不安をなくすために～浪江町の染色体検査～」

2013 年 9 月 27 日

テレビ朝日報道ステーション 「浪江町染色体解析」 2013 年 10 月 9 日

NHK 青森アップルワイド 「浪江町染色体解析」 2013 年 9 月 27 日

NHK ニュースウオッチ９ 「浪江町染色体解析」 2013 年 9 月 27 日
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【前年設定した活動計画の達成度】 

 

浪江町の支援活動の中で、初期被ばく検査の為の染色体解析は顕微鏡などのトラブルから

大幅に遅れているものの、野生動物及びペットを対象とした放射線の環境影響評価は概ね順

調に進行している。また、生物学的線量評価法の改良・開発に関しては順調に実験が行われ、

非常に興味深い結果が得られている。平成 25 年末より原子力基礎基盤イニシアティブ研究

がスタートしたが、こちらも結果が蓄積しつつあり、概ね順調と言える。しかし、放射線防

護剤の開発に関しては進んでいない。これらを総合的に判断して平成 25 年度の研究計画の

達成度は 70%と言える。 

 

 

 

 

【平成 26年度活動計画書】 

 

活動の概要    

平成 26 年度も昨年度と同様に浪江町の復興支援活動（染色体解析による線量評価、放射

性物質の環境影響評価）を継続すると共に、新たな線量評価の為の生物学的マーカーの探索、

放射線防護剤の探索と開発、生物学的線量評価法の技術開発および技術開発を行うための基

礎的研究、放射線の晩発影響としての悪性腫瘍の発生機構について研究を推進する。また、

被ばく医療とりわけ生物学的線量評価が出来る人材の教育と育成を、国内外を問わず実施す

る。 

 

  

活動計画  

１．浪江町の子供たちの染色体解析による初期被ばく線量評価 

２．野生動物やペットを対象とした放射性物質の環境影響評価 

３．放射線照射による悪性腫瘍の発生に関わる染色体変化の解析と初期応答解析 

４．線量評価の為の新たな生物学的マーカーの探索に係る基礎的研究 

５．局所被ばく及び内部被ばくにおける線量評価法の技術開発 

６．高線量被ばくにおける線量評価の為の技術改良 

７．低線量放射線の生物学的影響の解析 
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放射線物理学部門  

     教 授   床次 眞司 

     助 教   反町 篤行 

   

 

【発表論文】    

 1. 原著    

1) M. Hosoda, Y. Fukui, C. Pomnumpa, A. Sorimachi, T. Ishikawa, M. Yachi, A. Nara, H. Yokota, 
S. Tokonami. Absorbed Dose Rate in Air at the Bunkyo-cho Campus of Hirosaki University. 
Radiation Emergency Medicine, 3(1): 59-62 (2014.2) .

2) T. Ishikawa, A. Sorimachi, H. Arae, S.K. Sahoo, M. Janik, M. Hosoda, S. Tokonami.
Simultaneous Sampling of Indoor and Outdoor Airborne Radioactivity after the Fukushima 
Daiichi Nuclear Power Plant Accident, Environmental Science & Technology Article ASAP, DOI: 
10.1021/es404691m (2014.1.22) .

3) M. Hosoda, S. Tokonami, S. Akiba, O. Kurihara, A. Sorimachi, T. Ishikawa, T. Momose, T. 
Nakano, Y. Mariya, I. Kashiwakura. Estimation of internal exposure of the thyroid to 131I on the 
basis of 134Cs accumulated in the body among evacuees of the Fukushima Daiichi Nuclear
Power Station accident, Environment International, 61 (2013.10) 73–76.
(http://dx.doi.org/10.1016/j.envint.2013.09.013) .

4) S.K. Sahoo, M. Hosoda, G. Prasad, H. Takahashi, A. Sorimachi, T. Ishikawa, S. Tokonami, S. 
Uchida. Naturally occurring radionuclides and rare earth elements in weathered Japanese soil 
samples, Acta Geophysica, 61(4), 876–885 (2013.8).

5) H. Yoshino, H. Obara, T. Maeda, A. Yamada, K. Watanabe, M. Hosoda, A. Sorimachi, T. 
Ishikawa, S. Tokonami. An Investigation of Gamma-ray Dose Rate in the Central Area of 
Hirosaki City, Japan. Radiation Emergency Medicine, 2(2): 72-76 (2013.8) .

6) K. Inoue, M. Hosoda, S. Tokonami, T. Ishikawa, M. Fukushi. Investigation of radon and thoron 
concentrations in a landmark skyscraper in Tokyo, J Radioanal Nucl Chem, DOI 
10.1007/s10967-013-2661-1 (2013.7) .

7) M. Hosoda, S. Tokonami, H. Tazoe, A. Sorimachi, S. Monzen, M. Osanai, N. Akata, H. 
Kakiuchi, Y. Omori, T. Ishikawa, S.K. Sahoo, T. Kova´cs, M. Yamada, A. Nakata, M. Yoshida, 
H. Yoshino, Y. Mariya & I. Kashiwakura. Activity concentrations of environmental samples 
collected in Fukushima Prefecture immediately after the Fukushima nuclear accident, Scientific 
Reports, 3 : 2283 DOI: 10.1038/srep02283 (2013.7) .

8) J. Vaupotic, T. Streil, S. Tokonami, Z.S. Zunic. Diurnal variations of radon and thoron activity 
concentrations and effective doses in dwellings in Niška Banja, Serbia. Radiation Protection 
Dosimetry, pp. 1–8, (2013.5). (doi:10.1093/rpd/nct145) .

9) B.S. Rautela, G.S. Gusain, M. Yadav, S.K. Sahoo, S. Tokonami, R.C. Ramola. Natural 
radionuclide analysis in chattarpur area of southeastern coastal area of Odisha, India, Acta 
Geophysica, 61(4),1038-1045(2013.8).( DOI: 10.2478/s11600-013-0106-4) .

10) D. Calmet, R. Ameon, A. Bombard, M. Forte, M. Fournier, M. Herranz, S. Jerome, P. Kwakman,  
M. Llaurado, S. Tokonami. ISO standards on test methods for water radioactivity monitoring, 
Applied  Radiation and Isotopes (2013), http://dx.doi.org/10.1016/j.apradiso.2013.03.052.

11) D. Calmet, R. Ameon, A. Bombard, M. Forte, M. Fournier, M. Herranz, S. Jerome, P. Kwakman,  
M. Llaurado, S. Tokonami. ISO standards on test methods for water radioactivity monitoring, 
Applied  Radiation and Isotopes (2013), http://dx.doi.org/10.1016/j.apradiso.2013.03.052.

 

 2. 総説 なし    

     

 3. 著書 なし    

     

 4. その他    

1) 反町篤行. 「福島県双葉郡浪江町における東京電力福島第一原子力発電所事故後の環境放

射能影響調査」の取り組み. 放影協ニュース 76, 9-10 (2013.7). 
2) 床次眞司. IAEA 地域研修コース「屋内ラドンからのリスクの低減：ラドンに対する国家的戦略の

確立」に参加して. 保健物理. 48(2), 73-78(2013.6). 
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3) 横田ひろみ. 床次眞司. 放射線リスクコミュニケーションを学ぶ ―日本原子力研究開発機構

東海研究開発センターを訪問して―. 保健物理, 48(2), 79-81(2013.6). 

 

【学会，研究会等の発表】    

 1. 国際学術集会    

  A. 特別（招待）講演    

1) S. Tokonami, M. Hosoda, A. Sorimachi. Radon levels due to volcanic activities of Mt. 
Sakurajima. IAVCEI(International Association of Volcanology and Chemistry of the Earth's 
Interior) 2013 Scientific Assembly. July 20-24, 2013. Kagoshima, Japan. 4F-O10.

2) S.Tokonami. Environmental Radiation Doses following the Fukushima Nuclear Accident.
Special seminar@National Institute of Radiological Protection. Beijing. April 23, 2013.

 

  B. シンポジウム、パネルディスカッション、ワークショップでの講演    

1) S. Tokonami, M. Hosoda, S. Akiba. Thyroid equivalent doses due to radioiodine(I-131) intake 
for evacuees caused by the nuclear accident in Fukushima. The International Workshop on 
Radiation and Thyroid Cancer. 品川プリンスホテル. 東京都港区. 2014.2.21-23.

  C. 一般講演（ポスター発表を含む）   

1) S. Mishra, H. Arae, A. Sorimachi, M. Hosoda, S. Tokonami, T. Ishikawa, S.K. Sahoo. 
Distribution and Retention of Cs Radioisotopes in Soil Affected by Fukushima Nuclear Plant 
Accident. DAE-BRNS Fifth Symposium on Nuclear Analytical Chemistry, January 20-24, 2014, 
Mumbai, India, H-51.

2) A. Sorimachi, K. Matsuda, P. Chanonmuang, T. Ishikawa, S. Tokonami, P. Khummongkol. 
Measurements of aerosol particle fluxes above a tropical forest in Thailand. 8th Asian Aerosol 
Conference, December 2–5, 2013, Sydney, Australia.

3) S.K. Sahoo, S. Tokonami, T. Ishikawa, A. Sorimachi, Y. Omori, H. Yonehara, R.C. Ramola. 
Naturally occurring radionuclides in NORM samples around a high radiation background area in 
India. 8th Asian Aerosol Conference, December 2–5, 2013, Sydney, Australia.

4) M. Hosoda, A. Sorimachi, T. Ishikawa, S.K. Sahoo, Y. Omori, Y. Shiroma, M. Furukawa, S.
Tokonami,  Radon and thoron atoms generated in soil as the radioactive aerosol particles 
source. 8th Asian Aerosol Conference, December 2–5, 2013, Sydney, Australia, P-21.

5) S. Mishra, A. Sorimachi, M. Hosoda, S. Tokonami, T. Ishikawa, S.K. Sahoo. Effect of Soil 
Parameters on Sorption Properties of Actinides and Fission Products: Depth Profile Distribution 
of Fallout Radionuclides in Soils Affected by Fukushima Nuclear Power Plant Accident. 
Migration 2013, September 8 – 13, 2013, The Brighton Centre, UK, FS-3.

6) A. Sorimachi. Aerosol particle fluxes above a tropical forest in Thailand, International Workshop 
on Atmospheric Deposition in East Asia 2013, July 15 2013, Nakhon Ratchasima, Thailand.

7) Y. Omori, G. Prasad, V. Sagar, S.K. Sahoo, A. Sorimachi, M. Janik, S. Tokonami, R.C. Ramola. 
Thoron equilibrium factors based on long-term measurements of thoron and its 
progenyconcentration around a high background radiation area in Orissa, India. 7th Hungarian 
Radon Forrum and Raodn in Environment Satelit Workshop, May 16–17 2013, Veszprém, 
Hungary.

 

 2. 全国学術集会    

    

  A. 特別（招待）講演    

1) 床次眞司. 福島第一原発事故後の弘前大学による放射線科学的支援活動の概要、日本放射

線腫瘍学会第 26 回学術大会、青森市、2013.10.18. 
 

  B. シンポジウム、パネルディスカッション、ワークショップでの講演 

1) 大森康孝、 石川徹夫、 M. Janik、 反町篤行、 床次眞司. ラドン・トロンの測定標準化と

そのフィールド調査への適用. 日本放射線影響学会第 56回大会. 2013年 10月. 青森県青

森市.
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2) 反町篤行、 松田和秀、 P. Chanonmuang、 石川徹夫、 床次眞司、 P. Khummongkol. 渦相

関法による森林におけるエアロゾルフラックス測定. 第 54 回大気環境学会年会. 2013 年

9 月. 新潟県新潟市.
3) 細田正洋、 床次眞司、 反町篤行、 大森康孝、 石川徹夫、 関根俊二、 紺野則夫. 福島県

内の仮設住宅内のラドン濃度. 日本保健物理学会第 46 回研究発表会. 2013 年 6 月 24-25
日. ホテルポートプラザちば. 千葉市．B4

4) 石川徹夫、 細田正洋、 反町篤行、 G. Prasad、 M. Janik、 床次眞司、 内田滋夫. 日本保

健物理学会第 46 回研究発表会. 2013 年 6 月 24～25 日. ホテルポートプラザちば.千葉市．

B5
  

  C. 一般講演（ポスター発表を含む）   

1) 奈良彩乃、 細田正洋、 床次眞司、 反町篤行、 門前暁、 小山内暢、 柏倉幾郎. 東北

自動車道における空間線量率の調査. 日本放射線影響学会第 56 回大会. 2013 年 10月. 青

森県青森市.
2) 黒島碩人、 大河内博、 緒方裕子、 床次眞司、 反町篤行、 細田正洋. 放射性物質の森

林動態と森林除染に関する基礎的検討（2）. 第 54 回大気環境学会年会. 2013 年 9 月. 新

潟県新潟市.
3) 反町篤行、 岡光昭、 S.K. Sahoo、 石川徹夫、 赤田尚史、 柿内秀樹、 細田正洋、 床

次眞司. 福島県双葉郡浪江町における環境放射能調査. 日本保健物理学会第 46 回研究発

表会. 2013 年 6 月 24～25 日. ホテルポートプラザちば. 千葉市．P1
4) 細田正洋、 床次眞司、 反町篤行、 秋葉澄伯、 栗原治、 仲野高志、 百瀬琢磨、 柏

倉幾郎、 関根俊二、 紺野則夫. 福島県浪江町民の甲状腺等価線量の推定. 日本保健物

理学会第 46 回研究発表会. 2013 年 6 月 24～25 日. ホテルポートプラザちば. 千葉市．P20
5) 石川徹夫、 反町篤行、 新江秀樹、 S.K. Sahoo、 M. Janik、 細田正洋、 床次眞司. 空

気中のヨウ素・セシウムの屋内・屋外同時サンプリング. 日本保健物理学会第 46 回研究

発表会. 2013 年 6 月 24～25 日. ホテルポートプラザちば. 千葉市．P23
6) 多鹿優佳里、 村上香瑛、 安岡由美、 石川徹夫、 大森康孝、 森康則、 反町篤行、 向

高弘. 乾燥剤の装着によるラドン測定濃度への影響について. 日本保健物理学会第 45 回

研究発表会. 2013 年 6 月 24～25 日. ホテルポートプラザちば. 千葉市．

7) 大森康孝、 G. Prasad、 V. Sagar、 S.K. Sahoo、 反町篤行、 M. Janik、 石川徹夫、 床

次眞司. インド・オリッサ州の高自然放射線地域において測定されたトロン平衡ファク

タ. 日本保健物理学会第 45 回研究発表会. 2013 年 6 月 24～25 日. ホテルポートプラザち

ば. 千葉市．

【学術賞】    

1) The best paper ward： S. Mishra, H. Arae, A. Sorimachi, M. Hosoda, S. Tokonami, T. Ishikawa, 
S.K. Sahoo, Distribution and retention of Cs radioisotopes in soil affected by Fukushima nuclear 
plant accident. The 5th symposium on Nuclear Analitical Chemisty (NAC-V). January 19-24 
2013. Mumbai, India.

2) 武見記念賞：弘前大学被ばく医療総合研究所, 公益信託武見記念生存科学研究基金 
(2013.12). 

3) 優秀ポスター発表賞： 多鹿優佳里、 村上香瑛、 安岡由美、 石川徹夫、 大森康孝、 森

康則、 反町篤行、 向高弘. 乾燥剤の装着によるラドン測定濃度への影響について. 日本保

健物理学会第 46 回研究発表会, 2013 年 6 月 24～25 日. ホテルポートプラザちば. 千葉市． 

【共同研究】   

1) 鹿児島大学 ：環境省原子力災害影響調査等事業（放射線の健康影響に係る研究調査事業）

「低線量率放射線被ばくの健康影響 ―インド・中国の高自然放射線被ばく地域住民の調査

結果を中心として」 

2) 環境科学技術研究所 ：環境中における放射性核種の移行挙動に関する研究 

3) 早稲田大学 ：森林域における放射性セシウムの環境動態に関する研究 
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4) アメリカ・ニューヨーク大学 

5) カナダ・保健省 

6) アイルランド・ダブリン大学 

7) ハンガリー・パンノニア大学 

8) スロベニア・ヨージェフ・ステファン研究所 

9) 中国・輻射防護研究所 

10) 中国・復旦大学 

11) 中国・延辺大学 

12) 中国・衡陽師範大学 

13) インド・H.N.B ガルワル大学 

14) タイ・チュラロンコン大学 

15) タイ・キングモンクット大学 

16) （独）放射線医学総合研究所 

17) （公財）日本分析センター 

18) （公財）環境科学技術研究所 

19) 核融合科学研究所 

20) 鹿児島大学 

21) 琉球大学 

22) 神戸薬科大学 

23) 早稲田大学 

24) 東京農工大学 

【研究助成】    

 1. 文部科学省科学研究費    

  A. 研究代表者として なし  

  B. 他研究単位との研究分担者として なし  

    

 2. その他の省庁からの研究費    

  A. 研究代表者として   

1) 床次眞司. 2011 年度青森県委託調査研究 

研究課題: 被ばく医療に関する調査研究 

委託費： 3,000 千円/1 年. 2013 年度まで 

2) 床次眞司. 環境省原子力災害影響調査等事業（放射線の健康影響に係る研究調査事業） 

研究課題: 高自然放射線地域における線量評価に関する研究 

委託費: 11,673千円（2012年度実績）. 10,631千円（2013年度実績）. 2014年度までの 3年間 

  

  B. 他研究単位との研究分担者として なし  

    

 3. 学内の研究助成    

  A. 研究代表者として   

1) 反町篤行. 2013 年度弘前大学科研費獲得支援事業 

研究課題: 都市域におけるエアロゾル交換フラックスの先駆的研究 

助成金額: 400 千円/1 年 

  

  B. 他研究単位との研究分担者として   

1) 弘前大学機関研究 

東日本大震災対応放射線科学研究プログラム 

研究代表者: 柏倉幾郎教授 分担金 850 千円 

  

 4. 民間の研究助成       なし   
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【研究に関する社会活動】    

 1. 国際交流、国際的活動    

  A. 国際学術集会の主催 なし   

  B. 外国人研究者の招聘，受け入れ状況   

1) 技術補佐員１名.  

タイ. 2013 年 2 月～ 

2) 客員研究員 1名.  

中国. 衡陽師範大学. 2013 年 12 月～ （1 年間）. 

  C. 外国からの留学生，研究生の受け入れ状況   

1) 博士後期課程学生 1名. 

タイ.チュラロンコン大学. 2013 年 4 月～ （3 年間）. 
  D. 外国研究機関の視察，研究参加（3ヵ月未満）状況  

1) 反町篤行. 2013 年度（独）日本学術振興会 特定国派遣研究者.  

派遣機関: ハンガリー・パンノニア大学. 2013 年 8 月 1～31 日（1 ヵ月間）. 

  E. 外国研究機関への留学（3ヵ月以上）状況 なし  

  F. その他     なし   

  

 2. 国内、地域活動    

  A. 全国レベルの学会の主催 なし   

  B. 地方レベルの学会の主催 なし   

  C. 国内他研究機関からの内地留学受け入れ状況 なし  

  D. 国内他研究機関への研究参加（内地留学）状況 なし  

  

【その他】     なし   

  

【添付資料】        

1) 「原発事故直後 福島などで環境調査／放射能物質組成に違い」（24 面） 

（東奥日報 2013 年 7 月 27 日掲載） 

2) 「原発事故直後の大気試料測定／ヨウ素 131 ほぼ影響なし」（2 面） 

（陸奥新報 2013 年 7 月 27 日掲載） 

3) 「弘前大教授ら 福島県内ヨウ素測定／濃度低く影響小さい」 

（河北新報 2013 年 7 月 27 日掲載） 

4) 「英紙に原発事故当初の実証データ発表」 

（デーリー東北新聞社 2013 年 7 月 27 日掲載） 

5) 「Fukushima fishermen watch recovery slip away／Their lives are back in limbo because of the 
massive radioactive water leakage discovered at the tsunami-damaged nuclear plant.」 
（Los Angeles Times 2013 年 10 月 20 日掲載） 

6) 「復興策転換 残る懸念／被曝管理」（2 面） 

（朝日新聞 2013 年 11 月 12 日掲載） 

7) 「来月、放射線の知識研修を浪江町役場で実施／弘前大研究所」 

（河北新報 2013 年 12 月 25 日掲載） 

8) 「甲状腺がん国際ワークショップ／推計の難しさ指摘」（3 面） 

（福島民友 2014 年 2 月 23 日掲載） 

9) 「土壌除染高い効果／バイオ燃料、発電活用も／弘大、浪江（福島）で実証実験」（28 面） 

（東奥日報 2014 年 3 月 1 日掲載） 

10) 「除染植物活用開始へ／大熊町でモデル事業／バイオ発電原料にも」（3 面） 

（陸奥新報 2014 年 3 月 1 日掲載） 

11) 「高い除染効果実証／弘大がネピアグラス試験」（25 面） 

（毎日新聞 2014 年 3 月 1 日掲載） 

12) 「弘前大が大熊町で発電事業へ」 

（NHK NEWS WEB 2014 年 2 月 28 日掲載） 
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13) 「ネピアグラスに除染効果 燃料利用の可能性も 弘前大研究グループが発表」 

（Yahoo ニュース／デーリー東北新聞社 2014 年 3 月 1 日配信） 

14) 「今あなたへ：東日本大震災 3 年／早期帰還の環境整備」（24 面） 

（毎日新聞 2014 年 3 月 11 日掲載） 

15) 「わが子が甲状腺がんに…原発事故との関係は パート２」 

（テレビ朝日報道ステーション 2014 年 3 月 11 日放送） 

【社会貢献活動の実施状況】    

 1. 学会（研究会）などにおける委員としての活動   
Natural Radiation Environment Association
（自然放射線環境学会）

運営委員 床次眞司

日本原子力学会 正会員 床次眞司

日本放射線影響学会 正会員 床次眞司

日本アイソトープ協会 正会員 床次眞司

日本エアロゾル学会 個人会員 床次眞司 

反町篤行

公益社団財団 大気環境学会 正会員 , 北海道東

北支部青森県幹事

反町篤行

Asian Journal of Atmospheric Environment（日本・大気環

境学会と韓国・大気環境学会の合同学術誌）

編集委員会委員 反町篤行

一般社団財団 日本保健物理学会 正会員 床次眞司

一般社団財団 日本保健物理学会 正会員,
編集委員会委員

反町篤行

大気沈着研究会 幹事 反町篤行

国際標準化機構（ISO）

TC85/SC2/WG17（放射能測定）

TC147/SC3/WG4（水中放射能測定）

専門委員,プロジェ

ク ト リ ー ダ ー
(ISO16641) 

床次眞司

国際電気標準会議（IEC）
TC45/SC45/WGB10（ラドン測定装置に関する国際規格）

専門委員 , プロジ

ェクトリーダー
(IEC61577-2)

床次眞司

国際電気標準会議（IEC）
TC45/SC45/WGB10（ラドン測定装置に関する国際規格）

専門委員 反町篤行

   

 2. 学会（研究会）などの開催   なし   

   

 3. 学術雑誌の編集員及び審査員としての活動（査読も含む）  
Radiation Protection Dosimetry ゲストエディター 床次眞司

反町篤行
Journal of Radiological Protection ゲストエディター 床次眞司
Journal of Environmental Radioactivity レフェリー 床次眞司
Radiation Measurements レフェリー 床次眞司

一般社団財団 日本保健物理学会「保健物理」 編集委員会委員 反町篤行

一般社団財団 日本保健物理学会「ニュースレター」 編集委員会委員 反町篤行

日本・大気環境学会と韓国・大気環境学会との合同学術

誌「Asian Journal of Atmospheric Environment」
編集委員会委員 反町篤行

日本原子力学会 編集委員 床次眞司

日本放射線影響学会英文誌 編集委員 床次眞司

 

 4. 学術集会一般演題の編集員及び審査員としての活動（査読も含む）  
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一般社団財団 日本保健物理学会「保健物理」 編集担当 3 編（2013
年 4, 9, 11 月）

反町篤行

日本原子力学会 査読 1 編

（2013 年 10 月）

反町篤行

VIIth Hungarian Radon Forum 査読 2 編

（2013 年 8 月）

反町篤行

Radiation Emergency Medicine 査読 1 編

（2014 年 1 月）

反町篤行

Radiation Protection Dosimetry 査読 1 編

（2013 年 6 月）

反町篤行

Scientific Reports 査読 1 編

（2013 年 8 月）

反町篤行

Journal of Radioanalytical & Nuclear Chemistry 査読 1 編

（2013 年 7 月）

反町篤行

Asian Journal of Atmospheric Environment 編集担当 1 編

（2013 年 5 月）

反町篤行

 5. 一般市民などの生涯学習等への寄与

誠文堂新光社 子供の科学サイエンスブック

「やさしくわかる放射線」

監修 床次眞司

 6. 国や地方自治体などにおける審議会・委員会委員としての活動

青森県原子力施設環境放射線等監視評価会議 委員 床次眞司

青森県 放射線に関する正しい知識の普及・啓蒙に係る

顧問

顧問 床次眞司

青森県緊急被ばく医療対策専門部会 委員 床次眞司

青森県防災会議 専門委員 床次眞司

青森県防災会議原子力部会 専門委員 床次眞司

PA モニタリング委員会 委員 床次眞司

放射線医学総合研究所内部被ばく線量評価調査専門委

員会検討委員会

委員 床次眞司

福島県「県民健康管理調査」検討委員会 委員 床次眞司

 7. 新技術の創出など新産業基盤の構築への寄与（特許取得も含む） なし

 

 8. 産学共同事業への参加、技術移転・相談 なし

 9. 講演（大学での授業、研究発表を除く）

正しい放射線の知識、弘前医学会 青森県むつ市 2013 年 6 月

放射線の基礎知識、青森県主催放射線に関する講演会 青森県弘前市 2014 年 1 月

放射線の基礎知識、青森県主催放射線に関する講演会 青森県青森市 2014 年 2 月

放射線の基礎知識、浪江町主催放射線健康管理に関する

講演

福島県福島市 2014 年 2 月

放射線の基礎知識、浪江町主催放射線健康管理に関する

講演

茨城県つくば市 2014 年 2 月

放射線の基礎知識、青森県主催放射線に関する講演会 青森県八戸市 2014 年 3 月

 10. 保健医療福祉機関等における活動（弘前大学医学部附属病院の他、弘前大学職員兼業 

  規程及び大学院保健学研究科における兼業基準による活動など）

ISO/TC85/SC2(放射線防護)
国際規格回答原案調査作成委員会

委員 床次眞司
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ISO/TC85/SC2 第 17 作業部会 専門委員 床次眞司

ISO/TC147 国際標準規格回答原案作成委員会 委員 床次眞司

IEC/TC45/SC45B 第 10 作業部会 専門委員 床次眞司

ICRU ラドン被ばくの測定と報告に関する委員会 委員 床次眞司

「被ばく医療プロフェッショナル育成計画」

管理運営委員会

委員 床次眞司

Radiation Emergency Medicine 編集委員会 共同委員長 床次眞司

（独）放射線医学総合研究所放射線防護研究センター規

制科学研究プログラム

客員研究員 床次眞司

反町篤行

中国湖南省 衡陽師範学院 客座教授 床次眞司

 11. 職能団体における専門職性を高める活動等 なし

 

 12. 国際交流への貢献（姉妹校での活動、国際協力事業団の活動など） 

延辺大学（中国延吉市）への教員派遣 反町篤行

 13. その他（ボランティア、マスコミによる公表など） 以下は全て 床次 眞司

毎日新聞 取材対応  ※青野論説委員 2013 年 4 月 10 日

集英社  取材対応  ※有賀記者 2013 年 4 月 19 日

NHK 取材対応  ※水谷記者 2013 年 6 月 3 日

NHK 取材対応  ※山枡記者 2013 年 6 月 18 日

㈱東北博報堂青森支社 インタビュー対応 2013 年 7 月 11 日

日経新聞 取材対応  ※滝編集委員 2013 年 7 月 12 日

NHK 取材対応  ※山枡記者・藤岡記者 2013 年 7 月 30 日

ロサンゼルスタイムズ 取材対応 

※フリージャーナリスト永野記者

2013 年 9 月 20 日

朝日新聞 取材対応  ※大岩記者 2013 年 11 月 8 日

ロサンゼルスタイムズ 取材対応 

※フリージャーナリスト永野記者

2014 年 1 月 7 日

陸奥新報社 取材対応  ※山本記者 2014 年 2 月 18 日

テレビ朝日報道ステーション 取材対応 ※山本記者 2014 年 2 月 24 日

スイス国営ラジオほか 取材対応 2014 年 2 月 25 日

NHK 取材対応  ※山枡記者 2014 年 2 月 27 日

除染植物『ネピアグラス』とバイオ燃料プラントの記者会見 2014 年 2 月 28 日
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【前年設定した活動計画の達成度】 

 

福島原発事故の対応を重点的に行いながら、論文発表やプレス発表を通じて成果を公表し

社会的にも貢献できた。また徐々にではあるが自然放射線による被ばく影響研究を立ち上

げ、その成果をまとめることができた。限られた人数を考慮して前年度に設定した活動計画

の達成度は 85％であるといえる。 

 

 

【平成 26年度活動計画書】 

 

活動の概要    

平成 23 年 9 月に締結された弘前大学と福島県浪江町の復興活動にかかわる協定に基づい

て、これまでに引き続き内部および外部被ばくによる住民の健康影響評価や住民活動にかか

わる地域（農耕地など）や森林域における空間線量率および環境中における放射性核種濃度

のモニタリングを行う。これらの活動の一部は国内の大学および研究機関との共同研究によ

り実施される予定である。 

今後、大学における研究・教育の国際化の必要性や世界レベルのリーダーの育成が重要に

なることから、国際共同研究の実施や国際会議等への参加を積極的に行うことにより、被ば

く医療及びそれに関連する研究に関する国内外の情報収集、発信および交流を進める。 

また一般公衆に対する放射線の基礎知識の普及啓発に取り組む。 

  

活動計画  

【福島県及び浪江町復興支援】 

1. 福島県内 6地点における空間線量率の定期観測と環境試料の採取および放射性核種濃度

の評価（継続） 

2. 除染活動支援のための浪江町内の空間線量率マップの作製と経時変化の評価（継続） 

3. 初期環境試料中の放射性核核種濃度からの外部・内部被ばく線量の構築（継続） 

4. 森林域における放射性セシウムの環境動態モニタリング（早稲田大との共同研究） 

5. 環境中における放射性核種の移行挙動に関する研究（放医研、環境技術研究所との共同

研究） 

6. ネピアグラスを用いた放射性セシウムの除染効果の検証（農学生命科学部との共同研

究） 

 

【その他】 

1. 放射性ガスおよびエアロゾル捕集用フィルタの捕集特性の評価実験 

2. 放射性プルーム通過前後の宮城県牡鹿半島における空間線量率と放射性核種濃度の詳

細調査（放医研との共同研究） 

3. パッシブ型ラドン子孫核種線量計の開発（ハンガリー・パンノニア大学、放医研との共

同研究）（継続） 

4. ラドンによる肺がんリスクの定量的評価 

5. 時間積分型放射性エアロゾル分級測定装置の開発 

6. 高自然放射線地域（インド・中国）における包括的線量評価（環境省委託事業） 
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放射線化学部門  

     教 授   山田 正俊 

     助 教   田副 博文 

   

 

【発表論文】    

 1. 原著    

1) H. Amakawa, H. Tazoe, H. Obata, T. Gamo, Y. Sano, C.-C. Shen. Neodymium isotopic 
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409-422 (2013).

2) W.T. Bu, J. Zheng, T. Aono, K. Tagami, S. Uchida, J. Zhang, M. C. Honda, Q. J. Guo, M. 
Yamada. Vertical distributions of Plutonium isotopes in marine sediment cores off the 
Fukushima coast after the Fukushima Dai-ichi Nuclear Power Plant accident. Biogeosciences,
10, 2497-2511 (2013) .

3) M. Hosoda, S. Tokonami, H. Tazoe, A. Sorimachi, S. Monzen, M. Osanai, N. Akata, H. 
Kakiuchi, Y. Omori, T. Ishikawa, S. K. Sahoo, T. Kovács, M. Yamada, A. Nakata, M. Yoshida, H. 
Yoshino, Y. Mariya, I. Kashiwakura. Activity concentrations of environmental samples collected 
in Fukushima Prefecture immediately after the Fukushima nuclear accident. Scientific Reports, 3: 
2283, doi:10.1038/srep02283 (2013) .

4) W.T. Bu, J. Zheng, Q. J. Guo, T. Aono, H. Tazoe, K. Tagami, S. Uchida, M. Yamada. A method 
of measurement of 239Pu, 240Pu, 241Pu in high U content marine sediments by sector field ICP-MS 
and its application to Fukushima sediment samples. Environmental Science and Technology,
48(1), 534-541 (2014) .

 

 2. 総説 なし    

     

 3. 著書     

1) 山田正俊.「放射性同位体の環境分析への応用」、馬淵久夫、宮崎章、山下信義編.「同

位体環境分析」（分担執筆）. pp.99-124. 丸善出版株式会社（2013）ISBN978-4-621-08677-3   

 

 4. その他    

1) W.T., Bu, J. Zheng, T. Aono, K. Tagami, S. Uchida, J. Zhang, M. C. Honda, Q. J. Guo, M. 
Yamada. Investigating plutonium contamination in marine sediments off Fukushima coast 
following the Fukushima Dai-ichi Nuclear Power Plant accident. Proceedings of International 
Symposium on environmental monitoring and dose estimation of residents after accident of
TEPCO’s Fukushima Daiichi Nuclear Power Stations, 141-145, KUR Research Program for 
Scientific Basis of Nuclear Safety, 2013.

 

【学会，研究会等の発表】    

    

 1. 国際学術集会    

  A. 特別（招待）講演 なし   

  B. シンポジウム、パネルディスカッション、ワークショップでの講演   なし 

  C. 一般講演（ポスター発表を含む）   

1) M. Yamada, J. Zheng, T. Aono. Pu-239 and Pu-240 inventories and Pu-240/ Pu-239 atom ratios 
in the water column off Sanriku, Japan. European Geosciences Union General Assembly 2013, 
Vienna, Austria, April 2013. 

2) M. Yamada, J. Zheng, T. Aono. Distribution of Pu-240/Pu-239 atom ratios in the surface 
seawaters of the North Pacific Ocean and its adjacent seas. The 10th Annual Meeting of Asia 
Oceania Geoscience Society, Brisbane, Australia, June 2013.

3) M. Yamada, J. Zheng, T. Aono. Pu isotope in water column of the Sea of Okhotsk. The 23rd V. 
M. Goldschmidt Conference, Florence, Italy, August 2013.

4) H. Tazoe, T. Yamagata, H. Obata, M. Yamada. Determination of Strontium-90 in Seawater Using 
TODGA Chelating Resin. The 23rd V. M. Goldschmidt Conference, Florence, Italy. August 
2013.

23



24

5) M. Yamada, J. Zheng, T. Aono. Pu isotope in water column of the Sulu Sea. 2014 Ocean 
Sciences Meeting, Honolulu, USA, February 2014.

 

 2. 全国学術集会    

  A. 特別（招待）講演 なし   

 

  B. シンポジウム、パネルディスカッション、ワークショップでの講演 

1) 山田正俊. 福島原発事故起源放射性核種の海洋での動態：科研費新学術領域研究ＩＳＥ

Ｔ-Ｒの研究成果. 2013 年度日本海洋学会秋季大会ナイトセッション「東日本大震災と

福島原発事故：多分野間の情報交換」に関する総合討論. 札幌市. 2013 年 9 月. 

2) 谷保佐知、山崎絵理子、島村紘大、山下信義、蒲生俊敬、山田正俊、熊本雄一郎. ペルフル

オロオクタンスルホン酸関連物質の外洋環境全球分布について. 東京大学大気海洋研究所

共同利用研究集会「海洋の微量元素・同位体に関する観測研究の進捗と新たな展開」.柏

市.2014 年 3 月. 

3) 田副博文、佐藤広美、山形武靖、永井尚生、小畑元、蒲生俊敬. 希土類元素から見た南太平

洋および南極海における陸域物質の供給過程の解明、東京大学大気海洋研究所共同利用

研究集会「海洋の微量元素・同位体に関する観測研究の進捗と新たな展開」. 柏市. 2014 年

3 月. 

4) 山田正俊、谷保佐知、山下信義、蒲生俊敬. プルトニウム同位体の海洋循環と PFOS類との比

較. 2014 年度日本海洋学会春季大会シンポジウム「南極海・北極海を含めた全球レベルでの

外洋汚染状況調査報告シンポジウム- PFOS 関連化合物を中心に -」. 東京都. 2014 年 3
月. 

 

  C. 一般講演（ポスター発表を含む）   

1) 岩崎望、長谷川浩、山田正俊、藤田敏彦、Giorgio Bavestrello、Riccardo Cattaneo-Vietti.
日本近海における宝石サンゴ類の分布と持続的な漁獲. 生き物文化誌学会第 11 回学術

大会. 東京都. 2013 年 7 月. 

2) 鄭建、ト文庭、青野辰雄、郭秋菊、田上恵子、内田滋夫、山田正俊. 東電福島第一原子

力発電所事故後の海洋堆積物中の Pu について. 2013 年度日本地球化学会第 60 回年会.

つくば市.2013 年 9 月. 

3) 田副博文、山形武靖、辻田一樹、永井尚生、小畑元、山田正俊. 福島第一原発近海の放射

性ストロンチウムの分布. 2013 年度日本海洋学会秋季大会. 札幌市. 2013 年 9 月. 

4) 山田正俊、鄭建、青野辰雄. 北部北太平洋海水柱中におけるプルトニウム同位体の存

在量の変化. 2013年度日本海洋学会秋季大会. 札幌市. 2013 年 9 月. 

5) 山口朋子、山田正俊、田副博文、葛西宏介、中田章史、細川洋一郎.土壌中の放射能比

分析による福島第一原子力発電所事故由来のプルトニウムの飛散状況の把握. 平成 25

年度青森県診療放射線技師学術大会. 弘前市. 2013 年 11 月. 

6) 田副博文、山形武靖、辻田一樹、永井尚生、小畑元、神田穣太、山田正俊. 福島沖における

Sr-90の表層濃度分布. 第１５回環境放射能研究会. つくば市. 2014年3月. 

7) 山形武靖、井上慶祐、田副博文、永井尚生、松崎浩之. インド洋の 10Be 濃度の南北断面図.

第１５回環境放射能研究会. つくば市. 2014 年 3 月. 

8) 増田雄基、山形武靖、永井尚生、松崎浩之、田副博文. 北部北太平洋における表層海水中
7Be, 10Be 濃度分布. 第１５回環境放射能研究会. つくば市. 2014 年 3 月. 

9) W. Bu, M. Fukuda, J. Zheng, T. Aono, K. Tagami, S. Uchida, T. Ishimaru, J. Kanda, Q. J. Guo, 
M. Yamada. Pu distribution in the marine sediments within the 30 km zone around the 
Fukushima Dai-ichi Nuclear Power Plant site. 第１５回環境放射能研究会. つくば市. 2014 年

3 月.

【学術賞】 なし   
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【共同研究】   

1) 山田正俊．環境中に放出された放射性物質の移行に関する研究. 放射線医学総合研究所. 

平成 24 年度〜26 年度. 

【研究助成】    

 1. 文部科学省科学研究費    

  A. 研究代表者として   

1) 田副博文．科学研究費助成金「若手研究（B）」 

鉄の環境動態を解き明かすセリウム安定同位体分析手法の確立. 

研究課題番号：23710017、平成 23 年度〜25 年度 2,470 千円 

2) 山田正俊. 科学研究費助成金「新学術領域研究（研究領域提案型）」 

海洋及び海洋底における放射性物質の分布状況把握.  

研究課題番号：24110004、平成 24 年度〜28 年度 135,070 千円 

3) 山田正俊. 科学研究費助成金「基盤研究（Ｂ）」 

福島第一原発事故由来プルトニウム同位体の環境中への飛散状況の把握.  

研究課題番号：24310002、平成 24 年度〜26 年度 17,680 千円 

  

  B. 他研究単位との研究分担者として   

1) 田副博文．科学研究費助成金「新学術領域研究（研究領域提案型）」 

海洋および海洋底における放射性物質の分布状況要因把握. 

研究課題番号：24110004、平成 24 年度〜28 年度 

2) 田副博文．科学研究費助成金「基盤研究（B）」 

福島第一原発事故由来プルトニウム同位体の環境中への飛散状況の把握. 

研究課題番号：24310002、平成 24 年度〜26 年度 

3) 山田正俊．科学研究費助成金「新学術領域研究（研究領域提案型）」 

福島原発事故により放出された放射性核種の環境動態に関する学際的研究：総括班. 

研究課題番号：24110001、平成 24 年度〜28 年度 

    

 2. その他の省庁からの研究費    

  A. 研究代表者として なし  

  B. 他研究単位との研究分担者として   

1) 山田正俊．環境省 環境研究総合推進費．

残留性有機フッ素化合物群の全球動態解明のための海洋化学的研究．  
平成 23 年度〜25 年度. 13,012 千円 

2) 山田正俊、 田副博文．JST 科学技術戦略推進費.
被ばく医療プロフェッショナル育成計画. 
研究代表者 柏倉幾郎教授 分担金 1,000 千円 

    

 3. 学内の研究助成    

  A. 研究代表者として なし  

  B. 他研究単位との研究分担者として   

1) 山田正俊. 田副博文．弘前大学機関研究

東日本大震災対応放射線科学研究プログラム

研究代表者 柏倉幾郎教授 分担金 850 千円 

2) 山田正俊. 田副博文．弘前大学特別経費

緊急被ばくの教育・研究体制の高度化

研究代表者 柏倉幾郎教授 分担金 3,480 千円 

  

 4. 民間の研究助成       なし  
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【研究に関する社会活動】    

 1. 国際交流、国際的活動    

  A. 国際学術集会の主催  なし  

  B. 外国人研究者の招聘，受け入れ状況 なし  

  C. 外国からの留学生，研究生の受け入れ状況 なし  

  D. 外国研究機関の視察，研究参加（3ヵ月未満）状況  

1) 山田正俊.タイ チュラロンコン大学、コンケン大学、ベトナム 原子力研究所 視察.  

2013 年 11 月. 

  E. 外国研究機関への留学（3ヵ月以上）状況 なし  

  F. その他        

1) 田副博文．米国 REAC/TS 研修引率、2013 年 10 月. 

  

 2. 国内、地域活動    

  A. 全国レベルの学会の主催  なし  

  B. 地方レベルの学会の主催  なし  

  C. 国内他研究機関からの内地留学受け入れ状況 なし  

  D. 国内他研究機関への研究参加（内地留学）状況 なし  

  

【その他】      なし  

  

【添付資料】     なし   

  

【社会貢献活動の実施状況】    

 1. 学会（研究会）などにおける委員としての活動   

日本分析化学会東北支部 幹事 山田正俊

   

 2. 学会（研究会）などの開催   なし   

   

 3. 学術雑誌の編集員及び審査員としての活動（査読も含む）  
Environmental Science and Technology 査読 山田正俊
Marine Chemistry 査読 山田正俊
Science of the Total Environment 査読 山田正俊
Geochemical Journal 査読 田副博文

 

 4. 学術集会一般演題の編集員及び審査員としての活動（査読も含む） なし 

   

 5. 一般市民などの生涯学習等への寄与   

子ども霞ヶ関見学デー（文部科学省） 2013 年 8 月 山田正俊 

平成２５年度青森県国民保護共同実働訓練 2013 年 11 月 田副博文

  

 6. 国や地方自治体などにおける審議会・委員会委員としての活動  

日本学術会議地球惑星科学委員会 SCOR 分科会

GEOTRACES 小委員会

委員 山田正俊

放射線影響研究機関協議会 委員 山田正俊

文部科学省新学術領域研究専門委員会 委員 山田正俊

青森県原子力施設環境放射線等監視評価会議 委員 山田正俊

原子力艦放射能調査結果評価委員会 委員 山田正俊

  

 7. 新技術の創出など新産業基盤の構築への寄与（特許取得も含む） なし 

 8. 産学共同事業への参加、技術移転・相談  なし 
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 9. 講演（大学での授業、研究発表を除く）  

山田正俊：日本放射線影響学会第５６回大会市民公

開講座、福島第一原子力発電所事故起源放射性物質

の海洋への影響：最新の研究動向

青森県青森市 2013 年 10 月

 

 10. 保健医療福祉機関等における活動（弘前大学医学部附属病院の他、弘前大学職員兼業 

  規程及び大学院保健学研究科における兼業基準による活動など） 

高知大学 非常勤講師 山田正俊

弘前大学「被ばく医療プロフェッショナル育成計画」 

管理運営委員会

委員 山田正俊

（独）放射線医学総合研究所 福島復興支援本部 

環境動態・影響プロジェクト

客員協力研究員 山田正俊

弘前大学総合海洋開発プロジェクト委員会 委員 山田正俊

被ばく医療総合研究所 研究所長 2014 年 2 月〜

山田正俊

 

 11. 職能団体における専門職性を高める活動等  なし 

   

 12. 国際交流への貢献（姉妹校での活動、国際協力事業団の活動など） なし 

  

 13. その他（ボランティア、マスコミによる公表など）  

ISET-R 若手育成研修  講師 山田正俊

 

 

【前年設定した活動計画の達成度】 

 

福島県浪江町における請戸川流域の放射性核種の環境動態、海水中の Sr-90迅速定量法の

開発、および、外部資金による研究として、「科学研究費助成事業 新学術領域研究（研究

領域提案型）」、「科学研究費助成事業 基盤研究（Ｂ）」、「科学研究費助成事業 若手（Ｂ）」、

「環境省環境研究総合推進費研究」を行った。施設・設備等の研究環境が不十分な中、それ

ぞれの課題で成果を上げた。特に、海水中の Sr-90の迅速定量法を開発したことにより、東

電福島原発事故により放出された Sr-90の福島県沿岸における拡散状況の調査および放出量

の推定が可能となった。この手法を用いて得られた 2013 年中の海洋汚染状況に関する成果

は学術雑誌に投稿中である。また、科学研究費をはじめとする外部資金を多く獲得した。以

上のことを総合して判断すると、達成度は８０％といえる。 

 

 

【平成 26年度活動計画書】 

活動の概要    

東電福島原発事故により環境中にもたらされた放射性物質の動態解明と復興支援の基礎

データを得るため、引き続き「福島県浪江町における請戸川流域の放射性核種の動態に関す

る研究」、「二枚貝を用いた福島原発事故由来の放射性ストロンチウムの放出プロセスの復

元と移行過程に関する研究」、「海水中の Sr-90 の北太平洋における拡散状況の調査」を行う。

また、外部資金による研究として、「科学研究費助成事業 新学術領域研究（研究領域提案

型）」、「科学研究費助成事業 基盤研究（Ｂ）」を行う。 

「福島原発事故由来の放射性ストロンチウムに関する研究」は、これまでに海水試料を対

象として、極微量の放射性ストロンチウム（Sr-90）の新規分析法の開発と福島原発沖の海洋

調査を実施してきた。本分析法を高汚染地域の土壌試料や汚染水の分析に適用可能とするた

めに最適化を図る。これらの情報を発信するとともに Sr-90 の新規分析法を提言することで

政府機関および東京電力によるモニタリング状況の改善を促進する。 
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活動計画  

1. 福島県浪江町における請戸川流域の放射性核種の動態に関する研究

2. 二枚貝を用いた福島原発事故由来の放射性ストロンチウムの放出プロセスの復元と移

行過程に関する研究

3. 海水中の Sr-90 迅速定量法の開発と北太平洋における拡散状況の調査

4. 希土類元素同位体比を用いた北太平洋における陸源物質供給の解明

5. 福島第一原発事故由来プルトニウム同位体の環境中への飛散状況の把握

6. 海洋および海洋底における放射性物質の分布状況要因把握

7. 海洋におけるプルトニウム同位体の動態に関する研究

【放射性ストロンチウムについては、特に重点をおいた研究を行う】

放射性セシウムはエネルギー弁別が可能な Ge 半導体検出器を用いることで、比較的に容

易に分析が可能であるが、ストロンチウム-90 および娘核種のイットリウム-90 はともに純

β放出核種であるため、他の放射性核種との分離が不可欠である。これまでにストロンチウ

ム-90の分析としてキレート樹脂（DGA Resin）を使用して娘核種イットリウム-90を迅速分

離後、放射線計測を行う方法を開発した。この方法は海水中に主要成分として存在するカル

シウムとストロンチウムの分離を必要とせず、大幅な簡略化を達成した。さらに土壌試料の

分析にも適用可能な高い汎用性を持つ。福島第一原発事故に由来する陸上における放射性ス

トロンチウムの影響は小さいと考えられているが、高汚染地域に関しては土壌あるいは植物

への移行を含めた環境動態を把握する必要がある。DGA Resin を用いた分析法を土壌試料に

最適化し、高汚染地域の放射性ストロンチウムの分布を明らかにする。2011年の事故直後よ

り震災対応の支援ととともに、福島県浪江町を中心とした帰宅困難区域（空間線量率が 9.5

マイクロシーベルト/時超）で採取した環境試料を用いる。 

一方で、汚染水処理および漏えい問題の解決のためには、放射性セシウムと同等の迅速な

Sr-90 の分析が求められている。本研究室で開発したイットリウム-90 を迅速分離する方法

においても 2 週間の放射平衡の時間を要する。ストロンチウム-90 のように比較的半減期の

長い核種については質量分析による定量も有効である。特に ICP質量分析計は高い分析感度

と測定機器内での妨害イオンの除去が可能であり、原子炉建屋の滞留水や地下水など

100Bq/L を超える高濃度のストロンチウム-90 を含有すると予想される試料に関しては最適

な分析法と言える。そこで本研究所に導入された ICP 質量分析計 Agilent 8800 を用いてオ

ンライン濃縮-自動分析システムを構築する。ストロンチウムを選択的に濃縮するクラウン

エーテルをキレート剤として修飾したアイクロム社製 Sr レジンで前濃縮した試料を直接

ICP 質量分析計へ導入することで自動分析を可能とする。また、同様にクラウンエーテルを

利用したマイクロ化学チップによる前濃縮技術についても検討を行い、海水や生体試料など

多量の Sr を含有する試料への応用を目指す。本研究はアジレントテクノロジー 分析アプ

リケーション開発担当者との共同研究として、メーカー側からの技術的なサポート体制も確

保されている。2014 年度科学研究費補助金 基盤研究 Cに採択された。 

 

【野外調査】

昨年度と同様に原発近海の海洋調査を実施する。海洋研究開発機構の学術調査船新青丸に

乗船（平成 26 年 5 月を予定）し、福島第一原発周辺の海水を採取し、放射性核種漏えいの

現況を把握する。また、外洋域への影響を評価するために海洋研究開発機構の研究船白鳳丸

（平成 26年 12月から翌 2月）を使用した調査も行う。これらの調査は科学研究費補助金 新

学術領域研究の一環として行われ、研究協力機関との役割分担により放射性セシウム、ヨウ

素、ストロンチウム、プルトニウムに関する統合的な情報が得られることが期待される。 
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被ばく医療学部門  

     教 授   柏倉 幾郎（兼任） 

     教 授   真里谷 靖（兼任） 
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 3. 著書     
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Hematopoietic Stem/Progenitor Cells and Individual Maternal/Neonatal Obstetric Factors. 
Springer, p163-173, 2013.

 

 4. その他    

1) 細田正洋、 柏倉幾郎、 反町篤行、 中村敏也、 真里谷靖、 門前暁、 吉野浩教、 廣

内篤久. チェルノブイリ原子力発電所及びベラルーシ共和国ゴメリ州への訪問記. 保健

物理. 48(1): 7-14 (2013).
2) 對馬惠、真里谷靖、高井良尋、高橋大樹．放射線治療前後の脳血流機能画像および認知

機能を評価できた転移性脳腫瘍の 2 例．臨床放射線, 58, 1363-1368, 2013.
3) H. Yoshino and I. Kashiwakura. Beneficial effects of ionizing radiation to enhance anti-cancer 

effects of RIG-like receptor stimulus. Blood. 122(21): 4721 (2013).
 

【学会，研究会等の発表】    

 1. 国際学術集会    

  A. 特別（招待）講演 なし   

 

  B. シンポジウム、パネルディスカッション、ワークショップでの講演    なし 

  C. 一般講演（ポスター発表を含む）   

1) 徐素熙、金ウンジュ、栗原治、柏倉幾郎、明石真言．甲状腺スクリーニングに用いる NaI(T1)シ
ンチレーションサーベイメータの年齢別校正定数の導出．日本保健物理学会第 46 回研究発

表会、講演要旨集 P48. 千葉市. 2013 年 6 月.
2) 細田正洋、床次眞司、反町篤行、秋葉澄伯、栗原治、仲野高志、百瀬琢磨、柏倉幾郎、関根 

俊二、細野則夫．福島県浪江町民の甲状腺等価線量の推定．日本保健物理学会第 46 回研

究発表会、講演要旨集 P110. 千葉市. 2013 年 6 月.
3) 徐 素 熙 、 金 ウ ン ジ ュ 、 栗 原 治 、 高 田 真 志 、 柏 倉 幾 郎 、 明 石 真 言 ． Lanthanum 

Bromide(LaBr3(Ce))検出器の甲状腺計測への適用検討．日本保健物理学会第 46 回研究発

表会、講演要旨集 P118. 千葉市. 2013 年 6 月.
4) 徐素熙、金ウンジュ、仲野高志、栗原治、柏倉幾郎、明石真言．ICRP 成人ボクセルファントム

を用いる原発作業員の甲状腺計測の再構築．日本保健物理学会第 46 回研究発表会、講演

要旨集 P137. 千葉市. 2013 年 6 月.
5) 辻口貴清、廣内篤久、門前暁、田渕圭章、高崎一朗、近藤隆、柏倉幾郎．造血幹細胞におけ

る放射線感受性関与遺伝子の探索．第 42 回放射線による制癌シンポジウム・第 51 回日本放

射線腫瘍学会生物部会学術大会、講演要旨集 P54. 仙台市. 2013 年 7 月.
6) 吉野浩教、福士紗織、吉澤篤、柏倉幾郎．液晶性化合物の抗腫瘍効果と構造活性相関．第

42 回放射線による制癌シンポジウム・第 51 回日本放射線腫瘍学会生物部会学術大会、講演

要旨集 P63. 仙台市. 2013 年 7 月.
7) 門前暁、柏倉幾郎、細川洋一郎．放射線抵抗性ヒト前骨髄性白血病細胞の分化能の特徴．第

42 回放射線による制癌シンポジウム・第 51 回日本放射線腫瘍学会生物部会学術大会、講演

要旨集 P67. 仙台市. 2013 年 7 月.
8) 福士紗織、吉野浩教、柏倉幾郎、吉澤篤．ヒト肺がん細胞株A549に対する 3環液晶性化合物

の増殖抑制効果と構造-活性相関 (nti-cancer activity and structure-activity relationship of 
3-ring mesogenic compounds in A549 human lung cancer cell line) (3T19a-07 )．
第 86 回日本生化学大会. 横浜市．2013 年 9 月.

9) 小原秀樹、高橋みどり、真里谷靖、高井良尋、柏倉幾郎．X 線 CT 検査における小児被ばく線

量．日本放射線影響学会第 56 回大会、講演要旨集 P101. 青森市．2013 年 10 月.
10) 西山彩香、石川純也、山口平、廣内篤久、柏倉幾郎．放射線曝露個体における血中ストレスマ

ーカーの変動．日本放射線影響学会第 56 回大会、講演要旨集 P106. 青森市．2013 年 10
月.

11) 山口平、蝦名智子、柏倉幾郎．低線量電離放射線が与えるヒト造血幹/前駆細胞の分化・増殖

能への影響．日本放射線影響学会第 56 回大会、講演要旨集 P110. 青森市．2013 年 10 月.
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12) 石川純也、廣内篤久、伊藤巧一、千葉満、中野学、門前暁、吉野浩教、羽澤勝治、中野光、

山口平、田中公夫、柏倉幾郎．致死線量放射線ばく露マウスに対する C-Mpl 作動薬の作用．

日本放射線影響学会第 56 回大会、講演要旨集 P133. 青森市．2013 年 10 月.
13) 古川真帆、吉野浩教、小堺雅貴、柏倉幾郎．ウイルス核酸認識受容体に及ぼす放射線の影

響．日本放射線影響学会第 56 回大会、講演要旨集 P178 . 青森市．2013 年 10 月.
14) 小倉巧也、吉野浩教、今埜遼香、柏倉幾郎．ヒト単球系細胞の分化に伴う放射線抵抗性獲得

機序の解明．日本放射線影響学会第 56 回大会、講演要旨集 P179. 青森市．2013 年 10 月.
15) 川村千香、門前暁、中村歩美、甲藤敬一、真里谷靖．放射線治療における酸化ストレス

マーカーの臨床的意義の検討．日本放射線影響学会第 56 回大会、講演要旨集 P100. 青

森市．2013 年 10 月 18～20 日.
16) Y. Mariya, I. Kashiwakura, and S. Monzen. The Influence of Fractionated X-irradiation on The 

Nuclear Damages of Human Hematopoietic Stem/progenitor Cells. Global Conference on 
Radiation Topics. 20th Nuclear Medical Defence Conference. Muenchen, Germany. May 13-16, 
2013.

 

 

 2. 全国学術集会    

  A. 特別（招待）講演 なし   

 

  B. シンポジウム、パネルディスカッション、ワークショップでの講演 

 

  C. 一般講演（ポスター発表を含む）   

  

1) 野戸結花、鹿内はるみ、西沢義子、小倉能理子、山辺英彰、細川洋一郎、青木昌彦、真里谷 

靖．放射線治療を受ける頭頸部癌患者の有害事象と QOL．第２回日本放射線看護学会学術

集会．長崎市．2013 年 9 月 14～15 日.
2) 井瀧千恵子、北島麻衣子、野戸結花、真里谷靖．乳がん術後放射線療法を受けた患者の皮

膚状態の評価ツールの検討．第２回日本放射線看護学会学術集会．長崎市．2013 年 9 月 14
～15 日.

3) 真里谷靖、對馬惠、高井良尋．脳血流画像による脳転移放射線治療患者の脳血流解析．日

本放射線腫瘍学会第 26 回学術大会．青森市．2013 年 10 月 18～20 日.

【学術賞】    

1) 平成 25 年度 武見記念賞 被ばく医療総合研究所 （研究所所長 柏倉幾郎） 

  

【共同研究】  なし   

【研究助成】    

 1. 文部科学省科学研究費    

  A. 研究代表者として   

1) 挑戦的萌芽研究 （平成 24 年度～26 年度）

「国内承認医薬品に新たな急性放射線障害治療プロトコールを見出す!」（柏倉幾郎）．

2) 基盤研究（B） （平成 25 年度～28 年度）

「トロンポポエチン受容体作動薬による放射線曝露個体の救命効果と作用機序解明」

（柏倉幾郎）．

3) 基盤研究（C）（平成 25～27 年度）． 

研究課題名：「脳転移放射線治療患者における脳有害事象および脳機能変化の新たな評価

法」（真里谷靖）．  
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  B. 他研究単位との研究分担者として   

1) 環境省・平成 25 年度原子力災害影響調査等事業（放射線の健康影響に係る研究調査事業）

「放射線の非がん影響の解明」「造血幹細胞の放射線感受性関与遺伝子の探索」 

（分担者・柏倉幾郎）． 

    

 2. その他の省庁からの研究費    

  A. 研究代表者として   

1) 科学技術戦略推進費（平成 22 年～26 年度） 

地域再生人材創出拠点の形成「被ばく医療プロフェッショナル育成計画」 

  

  B. 他研究単位との研究分担者として なし  

    

 3. 学内の研究助成    

  A. 研究代表者として   

1) 弘前大学機関研究採択（平成 23 年度～25 年度） 

東日本大震災対応放射線科学研究プログラム：柏倉幾郎 

  

  B. 他研究単位との研究分担者として   

1) 弘前大学機関研究採択（平成 23 年度～25 年度） 

東日本大震災対応放射線科学研究プログラム：真里谷靖 

  

 4. 民間の研究助成         

1) 平成 25 年度弘前大学と弘前市との連携調査研究委託モデル事業（平成 25 年～26 年）．      

研究課題名：「津軽地域における高齢がん患者を対象とした地域医療連携システムの構

築」． 

研究経費：総額 84万円．研究分担者：真里谷靖． 

2) 平成 25年度安田記念医学財団癌看護研究助成（平成 25年～26年） 
研究課題名：「津軽地域における高齢がん患者を対象とした地域医療連携システムの構
築」． 
研究経費：総額 100万円．研究分担者：真里谷靖． 

 

【研究に関する社会活動】    

 1. 国際交流、国際的活動    

  A. 国際学術集会の主催 なし   

  

  B. 外国人研究者の招聘，受け入れ状況   

1) ストックホルム大学A. Wojcik教授、ウルム大学H. Scherthan教授による学部学生講義（生

体応答セミナーを兼ねる）．平成 25 年 10 月 22 日．真里谷靖． 

  

  C. 外国からの留学生，研究生の受け入れ状況 なし  

  

  D. 外国研究機関の視察，研究参加（3ヵ月未満）状況  

1) ハンガリー：パンノニア大学・工学部放射化学・放射生態学研究所及びチェコ：ラドン

保養施設調査訪問（2013 年 10 月 31～11 月 7 日）：柏倉幾郎 

2) タイ：コンケン大学・弘前大学事務所、チュラロンコン大学 工学部原子力工学科、 

ベトナム：ベトナム原子力研究所 原子力科学技術研究所訪問 

（2013 年 11 月 18～23 日）：柏倉幾郎、真里谷靖. 

3) ドイツ、Klinikum rechts der Isar Technische Universität München 視察  

（2013 年 5 月 13 日）：真里谷靖. 
4) 中華人民共和国、延辺大学・長白山生物資源及び機能分子、教育部重点研究所訪問 

（2013 年 6 月 11 日～14 日）：柏倉幾郎. 
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  E. 外国研究機関への留学（3ヵ月以上）状況 なし  

  

  F. その他      なし  

  

 2. 国内、地域活動    

  A. 全国レベルの学会の主催    

1) 日本放射線影響学会第 56 回大会：柏倉幾郎 

  

  B. 地方レベルの学会の主催 なし   

  

  C. 国内他研究機関からの内地留学受け入れ状況 なし  

  

  D. 国内他研究機関への研究参加（内地留学）状況 なし  

  

【その他】        

1) 津軽地区高齢者の地域医療を考える会（設立、第１～4回情報交換会開催）：真里谷靖 

  

【添付資料】    なし    

  

【社会貢献活動の実施状況】    

 1. 学会（研究会）などにおける委員としての活動   

日本放射線影響学会 評議員 柏倉幾郎 

日本医学放射線学会 生物部会 幹事 柏倉幾郎 

放射線生物研究会 編集委員 柏倉幾郎 

日本放射線腫瘍学会 代議員 真里谷靖

同 教育委員会 委員 真里谷靖

同 放射線治療推進委員会 委員 真里谷靖

日本臨床検査医学会 評議員 真里谷靖

日本放射線看護学会 評議員 真里谷靖

   

 2. 学会（研究会）などの開催      

日本放射線影響学会第 56 回大会 大会長 柏倉幾郎 

   

 3. 学術雑誌の編集員及び審査員としての活動（査読も含む）  
Radiation Emergency Medicine 編集長 柏倉幾郎 
Radiation Emergency Medicine Editor 真里谷靖 

日本臨床検査医学会 査読 真里谷靖 

 

 4. 学術集会一般演題の編集員及び審査員としての活動（査読も含む） なし 

日本放射線腫瘍学会第 26 回学術大会 プログラム委員長 真里谷靖 

日本放射線影響学会第 56 回大会 プログラム委員 真里谷靖 

   

 5. 一般市民などの生涯学習等への寄与   

平成２５年度国民保護研修会 in 青森．パネルディスカ

ッション「災害そしてテロに備える」～地域で取り組む危

機管理～（2013 年 10 月，弘前市）

パネリスト 柏倉幾郎 

  

 6. 国や地方自治体などにおける審議会・委員会委員としての活動 なし 
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 7. 新技術の創出など新産業基盤の構築への寄与（特許取得も含む） なし 

  

  

 8. 産学共同事業への参加、技術移転・相談 なし  

  

 9. 講演（大学での授業、研究発表を除く）  

日本放射線治療専門放射線技師認定機構統一講習会

「臨床放射線生物学」

青森県弘前市

真里谷靖

2013 年 6 月

日本放射線腫瘍学会第 26 回学術大会市民公開講座 

「高齢者がん治療における放射線治療の有用性と地域

医療からみた新たな展開」

青森県青森市

真里谷靖

2013 年 10 月

弘前大学総合文化祭「知の創造」市民講演会

「がんの放射線治療」

青森県弘前市

真里谷靖

2013 年 10 月

富山大学発 放射線に関する情報発信 シンポジウム

「震災から 3 年を迎えて 環境と放射線―福島は今―」．

基調講演，大学発の被ばく医療への対応―震災前と後

―．

富山県富山市

柏倉幾郎

2013 年 12 月

文部科学省復興対策特別人材育成事業「被ばくの瞬間

から生涯」を見渡す放射線生物・医学の学際教育．「幹

細胞の放射線生物学」講師．

大分県大分市

柏倉幾郎

2014 年 1 月

 

 10. 保健医療福祉機関等における活動（弘前大学医学部附属病院の他、弘前大学職員兼業 

  規程及び大学院保健学研究科における兼業基準による活動など） 

被ばく医療総合研究所 研究所長 ～2014 年 1 月

柏倉幾郎 

弘前大学医学部附属病院放射線科外来 教授 真里谷靖 

青森市民病院放射線科 非常勤医師 真里谷靖 

弘前中央病院放射線科 非常勤医師 真里谷靖 

むつ総合病院放射線科 非常勤医師 真里谷靖 

青森県総合健診センター 肺がん検診読影

委員

真里谷靖 

 

 11. 職能団体における専門職性を高める活動等 なし  

   

 12. 国際交流への貢献（姉妹校での活動、国際協力事業団の活動など）  

ストックホルム大学・放射線防護研究所との共同研

究

真里谷 靖 計画中

  

 13. その他（ボランティア、マスコミによる公表など）  

りんご王国紅玉カレッジ講師 ラジオ出演 真里谷靖 

浪江町被災地住民のストレスマーカー解析 ＮＨＫニュース報

道

真里谷靖 

同上 東奥日報 真里谷靖
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【前年設定した活動計画の達成度】 

1. 被ばく医療プロフェッショナル育成計画 

科学技術戦略推進費による「地域再生人材創出拠点の形成」事業「被ばく医療プロフェ

ッショナル育成計画」の継続的な取組みとして、大学院保健学研究科博士後期課程にコー

ス設置に向け学事委員長等と協議を行った。また、青森県、日本原燃と被ばく医療人材育

成推進連絡協議会の設置に向けた協議を進め、併せて修了生の活用に向けた修了生のネッ

トワーク構築に向け取り組んだ。 

 

2. 緊急被ばく医療の教育・研究体制の高度化及び実践的プログラムの開発（特別経費） 

被ばく医療の薬物療法の確立に向け、国内承認薬を用いた骨髄死や腸管死からの回避を

目指したプロトコールの開発に力を入れて研究を行った。 

 

3. 弘前大学機関研究 

1)「東日本大震災対応放射線科学研究プログラム」において、環境放射能及び放射線評

価、放射線曝露個体の線量・汚染評価及び放射線曝露個体の治療方法に関する研究の 3

課題に取組み、弘前大学大型研究プロジェクトの構築、研究拠点の形成を通して世界に

通用する人材の育成、弘前大学からの国際的な情報発信に取り組んだ。その結果、関連

学術国際誌論文 50報，国際学会 10演題及び国内学会 57演題の発表と多くの成果に繋が

った。 

4. 浪江町ワーキング 

1) 福島県浪江町の復興活動にかかわる協定に基づく活動を展開する為の外部資金獲得に

向けた環境省への活動の結果、平成 26年度原子力災害影響調査等事業（放射線による健

康不安の軽減等に資する人材育成事業及び住民参加型プログラム等の実施並びに放射線

による健康影響等に関する資料の改訂等）の受託（22,500千円）に至った。リスクコミニ

ュケーション事業や町内の人材育成活動を進め、復興支援に貢献する。 

 

5. 教育・研究及び国際交流等 

1) 弘前大学の第 2期中期目標・中期計画及び年度計画に貢献するため、被ばく医療に関

する研究に取り組み、平成 25年度は関連する原著論文 8報を成果として発信した。 

2) 大学院保健学研究科との教育・研究での連携を進め、さらに学内外に広く大学院生を

求める為に、大学院進路ガイダンスを文京と本町両キャンパスで実施した。 

3) タイやベトナムの放射線関連機関を訪問し、タイ・チュラロンコン大学及びベトナム

原子力研究所と被ばく医療総合研究所との協定を締結すると共に、今後の連携に向けた

情報交換を行った。 

 

6. その他 

1) 日本放射線影響学会第 56回大会の大会長（2013年 10月，青森市）を務め、放射線影

響研究の情報発信を行った。特に、欧州より 3名の研究者を招聘し、緊急被ばく時にお

ける線量評価と医療対応に関する特別シンポジウムを開催し、放射線科学研究者との共

同研究や今後の連携に向けた情報交換を行った。 

   
 

【平成 26年度活動計画書】 

活動の概要    

Ⅰ.  今年度は、被ばく医療総合研究所の兼任教員に加えて、弘前大学理事（研究担当）とし

て、被ばく医療に関する弘前大学の第 2期中期目標・中期計画及び年度計画実践に向け、

特に下記 5点に取り組む。 

 

1. 被ばく医療総合研究所が推進母体である文部科学省「社会システム改革と研究開発の一

体的推進」の「地域再生人材創出拠点の形成」事業である「被ばく医療プロフェッショ

ナル育成計画」は最終年度にあたり、本事業の取り纏めと継続的な取組みに向けた新た
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な支援体制の構築を目指す。 

2. 「緊急被ばく医療の教育・研究体制の高度化及び実践的プログラムの開発（特別経費）」

の研究面での充実を図る。 

3. 「若手研究者による環境と健康を考える教育シンポジウム」Educational Symposium on 
RADIATION AND HEALTH for Young Scientists 2014 (ESRAH 2014)の開催に協力し、アジ

アを中心とした若手研究者の育成を目指す。 

4. 環境省事業である「平成 26 年度原子力災害影響調査等事業」を活用して、浪江町復興

ワーキンググループの活動をさらに活性化し、復興支援に貢献する。 

5. 大学における研究・教育の国際化や世界レベルのリーダーの育成を目的に、被ばく医

療に関する国内外の情報収集や共同研究の推進と共に、国内外の被ばく医療関連機関と

の交流や連携を積極的に進める。 

 

Ⅱ.  災害時の被ばく医療を考える上でのモデルとなる医療被ばくについて、非密封小線源

内用療法および外照射患者における身体影響や有害事象などを中心にバイオドシメトリ

ー、バイオマーカー、画像診断などを駆使して検討し、それらについて理解を深めると

共に、現実的な応用性がある評価法を確立する。 

  また、浪江町の被災地住民の健康管理（浪江町復興支援ＷＧ活動の一環）については、

平成 25 年度に開始したストレスマーカー解析を継続し、特に仮設住宅に居住している高

齢者のストレスに注目、同時にこれを解決する手立てについて考案する。 

 

  

活動計画  

 

活動計画Ⅰ 

1. 被ばく医療プロフェッショナル育成計画 

1) 科学技術戦略推進費による「地域再生人材創出拠点の形成」事業として「被ばく医療

プロフェッショナル育成計画」をさらに充実させ、継続的な取組みに向け努力する。 

 

2. 緊急被ばく医療の教育・研究体制の高度化及び実践的プログラムの開発（特別経費） 

国内における放射線影響に関する研究者の絶対的不足を解決する為にも、教育・研究活

動を通した人材育成に寄与貢献する。 

 

3. Educational Symposium on RADIATION AND HEALTH for Young Scientists 2014  
(ESRAH 2014)  

弘前大学大学院保健学研究科・柏倉研究室と、北海道大学大学院保健科学研究院・伊達

研究室との 5 年間の研究室交流を基に、本学をはじめとする国内外の学生や若手教員の

緊急被ばく医療の知識とスキルを強化するとともに、国際性を涵養しながらアジア・ネ

ットワークの構築と若手人材の育成を目指す。 

 

4. 環境省事業である「平成 26 年度原子力災害影響調査等事業」 

本事業を活用して、福島県浪江町の復興活動にかかわる協定に基づく活動を展開し復興

支援に貢献する 

 

5. 教育・研究及び国際交流等 

1) 被ばく医療に関する研究成果により、弘前大学の第 2期中期目標・中期計画及び年度

計画に貢献する。 

2) 大学院保健学研究科との教育・研究での連携を進めると共に、学内外に広く大学院生

を求め、大学院教育での実績を高める。 

3) 海外の放射線科学研究者、特にフランスやスウエーデンの放射線関連機関を訪問し、

今後の共同研究や連携に向けた情報交換を行う。 
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6. その他 

1) 大型外部資金獲得に向け取り組む。 

 

 

活動計画Ⅱ 

１．131-Ｉおよび 89-Ｓｒ内用療法患者における身体影響に関して、バイオドシメトリー、

バイオマーカーなどを用いた解析を継続する。 

２．上記患者について、薬剤投与後の人体周辺の空間線量分布の経時的変化を解析する。 

３．バイオドシメトリーについては、培養細胞なども用いて手法上の最適化を図る。 

４．外照射を行う癌患者を対象に、皮膚（乳癌患者）および中枢神経（転移性脳腫瘍患者）

の有害事象について専用の測定機器や画像診断を用いて解析し、その詳細を把握すると

共に、増悪を回避する予防的・保護的対処法について考案する。 

５.浪江町の被災地住民のストレスマーカー解析を継続する。 
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添付資料①
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添付資料②
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添付資料③
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添付資料④
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添付資料⑤
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添付資料⑥



45

添付資料⑦
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添付資料⑧
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添付資料⑨
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添付資料⑩
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添付資料⑪
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添付資料⑫
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添付資料⑬
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添付資料⑭



53

添付資料⑮
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